
平成２５年度の平成２５年度の医学部入学定員医学部入学定員増増についについてて

○

 

医師の養成数については、昭和57年及び平成9年の閣議決定により、入学定員を

7,625人まで抑制。

○

 

近年の医師不足に対応するため、平成20年度より入学定員を増員し、平成24年度ま

 

でに8,991人まで増員（平成19年度比1,366人増）。

＜内訳＞

・

 

平成２０年度は、医師不足が深刻な１０県、医師養成総数が少ない２県等で計１６８人の増

・

 

平成２１年度は、全都道府県で計６９３名の増（過去最大程度までの増員）

・

 

平成２２～２４年度は、地域の医師確保等の観点から、計３６０名（H22)、７７名（H23)、６８名（H24)の増

１．これまでの経緯１．これまでの経緯

○

 

平成２５年度については、２２～２４年度と同様の枠組みで、地域の医師確保等の観

 

点から、緊急臨時的に次の枠組みの増を認める。

２．平成25年度の入学定員の増員の枠組み２．平成25年度の入学定員の増員の枠組み

平成３１年度までの間

 

（以降の取扱いは、その時点の医師養成数の将来見通しや定着状況を踏まえて判断）

増員期間

１．

 

地域医療への従事を条件とした奨学金、選抜枠の設定（地域枠）を行う大学の入学

 

定員の増員

【２５年度増員数：１２大学、３９人増】

２．複数大学の連携により研究医養成の拠点を形成する大学の入学定員の増員（研究医

 

枠）

【２５年度増員数：５大学、９人増】

３．歯学部入学定員を減員する大学についての医学部入学定員の増員（歯学部振替枠）

【２５年度増員数：１大学、２人増】

※

 

平成25年度入学者から、十分な教育環境を整えることができる大学においては、現行

基準の上限の125名を超え140名まで定員増が可能。
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